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当講演の目的は, 数学基礎論の一分野であるモデル理論が他の分野にも十分な応用ができることを示唆する
例を紹介することである. モデル論の概要の説明に際しては注意点には気を付けつつも式の羅列にはならない
ように, 細かいことには立ち入りすぎずに行う予定である.
まず準備のために一階述語論理とその周りの哲学について触れる. 次に, モデル理論のアイデアについて説

明する. そして今回の発表の主軸となる「レーヴェンハイム-スコーレム (-タルスキ)の定理」を説明する. 最
後にその定理を応用して自明でない定理のややこしい証明を見通しよくできる例を示す.
対象聴講者は学部 2,3回生以降程度の事前知識を持っていることを想定している. さすがに大学入学したて

の学生には飲み込みづらい話が出てくるという可能性が高いことを了承されたい. しかしながら述語論理・モ
デル理論の立場や哲学について多くの言葉を用いて説明していく予定であり, モデル理論の事前知識はあまり
無くても聴けて, 多少意味の分からない文言が出てきても全体の流れに置いていかれないような講演にする配
慮を考えている. 逆に, モデル理論の技法および哲学を十分に自分のものにしている人は当講演を聴いても得
るものが全く無い可能性が高い.

また, 講演につかう基本資料は事前にアップしておく予定であるので, 時間のある人はそれを読んで当日聴
講するかの判断に利用されたい. 読んで満足したら他の講演を聴くのも良いだろう.

以下に参考となった本のリストを挙げておくので, この分野に初めて興味を持った人はそれらを当たるのも
良いだろう. 参考までに, 田尻から見た各本の印象を記しておく. [9]は数理論理学についての哲学的な内容が
特に多く書いてある. [3]は集合論の教科書として特に著名なものである. 扱っている話題も多岐にわたってい
る. [2]は [3]の書き直しにあたるがエディション違いではなく, 内容構成が大きく異なっている. [1]と [4]は
[3]よりも扱うトピックは広くないものの数学基礎論のうち論理学方面を深掘りしている. [8]は扱われている
内容が非常に幅広いものの, とりあえず全体的にハードな雰囲気で書かれている. 最初の教科書としておすす
めするつもりにはあまりなれない.
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